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同
窓
会
会
員
の
皆
様
、
こ
ん

に
ち
は
。
今
年
度
、
校
長
と
し

て
着
任
い
た
し
ま
し
た
熊
谷
仁

と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
皆
様

に
は
、
日
頃
よ
り
多
大
な
る
御

厚
情
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
校
長
室
の
書
棚
に
あ

る
学
校
の
記
念
誌
な
ど
を
紐
解

く
と
、
沼
津
城
北
高
等
学
校
の

歩
ん
で
き
た
長
い
歴
史
の
重
み

を
感
じ
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様

に
は
今
更
か
と
存
じ
ま
す
が
、

本
校
は
明
治
35
年
に
駿
東
農
林

水
産
学
校
と
し
て
創
立
さ
れ
、

そ
の
後
、
駿
東
農
林
学
校
、
沼

津
農
学
校
を
経
て
、
昭
和
23
年

に
沼
津
農
業
高
等
学
校
、
昭
和

38
年
に
は
沼
津
北
部
高
等
学

校
、
そ
し
て
昭
和
61
年
か
ら
は

沼
津
城
北
高
等
学
校
と
し
て
現

在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
お
か

げ
さ
ま
で
今
年
度
、
創
立

1
2
5
年
目
と
い
う
大
き
な
節

目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

時
代
の
要
請
に
応
え
、
教
育

環
境
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
変
化
を

続
け
て
は
お
り
ま
す
が
、
そ
の
歴

史
と
伝
統
は
脈
々
と
受
け
継
が

れ
、
こ
れ
ま
で
に
１
８
、6
7
3

名
、
高
等
学
校
と
し
て
は

１
６
、0
0
2
名
も
の
卒
業
生

を
輩
出
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

卒
業
生
の
皆
様
が
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
で
御
活
躍
さ
れ
て
い
る
姿

こ
そ
が
、
本
校
の
価
値
そ
の
も

の
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
少
子
化
の
波
の
中

で
本
校
も
一
昨
年
度
か
ら
募
集

定
員
が
80
名
と
な
り
、
今
年
度

は
各
学
年
２
学
級
、
全
校
生
徒

数
2
0
9
人
で
の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。
生
徒
数
の
減
少

は
、
決
し
て
明
る
い
話
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
皆
様
が
青
春
時

代
を
過
ご
さ
れ
た
こ
の
学
び
舎

に
は
、
今
も
変
わ
ら
ず
生
徒
た

ち
の
活
気
あ
る
声
が
響
き
渡
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
私
は
、
こ
の

小
規
模
化
を
前
向
き
に
捉
え
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ

た
教
育
を
展
開
し
や
す
い
な

ど
、
小
規
模
で
あ
る
メ
リ
ッ
ト

は
何
か
、
小
集
団
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
教
育
活
動
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
、
新
し
い
時
代
に
お

け
る
「
沼
津
城
北
高
校
な
ら
で

は
の
強
み
」
を
構
築
し
て
ま
い

る
所
存
で
す
。

　

決
し
て
後
ろ
向
き
に
な
る
こ

と
な
く
、
積
み
上
げ
ら
れ
た
歴

史
の
上
に
新
た
な
息
吹
を
吹
き

込
み
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
お
い
て
も
、
本
校
が
卒
業
生

の
皆
様
に
と
っ
て
の
誇
り
で
あ

り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
教
職
員

一
丸
と
な
っ
て
教
育
活
動
に
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と

も
変
わ
ら
ぬ
御
指
導
と
御
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
同
窓
会

会
員
の
皆
様
の
益
々
の
御
健
勝

と
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
時
下
ま
す
ま
す
ご
清

祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
度
の
母
校
の
状

況
に
つ
き
ま
し
て
、
極
め
て
厳

し
く
、
か
つ
不
透
明
な
局
面
に

あ
る
こ
と
を
ご
報
告
せ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
今
春
の
新
入
生
募

集
に
お
い
て
、
残
念
な
が
ら
こ

こ
数
年
継
続
し
て
い
る
定
員
割

れ
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
つ

い
に
全
学
年
が
各
２
ク
ラ
ス
、

全
校
で
わ
ず
か
６
ク
ラ
ス
と
い

う
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
か
つ

て
の
賑
わ
い
を
知
る
同
窓
生
に

と
っ
て
は
、
こ
の
教
室
数
の
減

少
は
寂
寥
の
念
に
堪
え
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
こ
の
現
実
は
避

け
て
通
れ
な
い
母
校
の
「
現
在

地
」
で
あ
り
、
私
た
ち
は
こ
れ

を
真
摯
に
受
け
止
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

数
年
前
、
沼
津
西
高
校
と
の

再
編
・
統
合
の
話
が
持
ち
上
が

り
ま
し
た
が
、
皆
様
も
ご
承
知

の
通
り
、
あ
の
計
画
は
白
紙
へ

と
戻
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
白

紙
撤
回
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
、
静
岡
県
教
育
委
員
会
か
ら

は
今
後
に
関
す
る
新
た
な
指
針

や
具
体
的
提
案
は
示
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。
こ
の
「
空
白
の
期

間
」
と
も
言
え
る
状
況
下
で
、

学
校
規
模
の
縮
小
だ
け
が
着
実

に
進
ん
で
い
る
現
状
に
、
私
自

身
、
強
い
危
機
感
と
焦
燥
感
を

抱
い
て
お
り
ま
す
。

　

県
の
出
方
を
待
つ
だ
け
で

は
、
母
校
の
未
来
は
開
け
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
不
透
明
な
情
勢

だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
同
窓
会

が
母
校
の
「
盾
」
と
な
り
「
支

え
」
と
な
る
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。
た
と
え
小
規
模
で
あ
っ
て

も
、「
あ
す
の
た
め
に
鍛
え
よ
」

と
い
う
校
訓
の
も
と
、
地
域
に

必
要
と
さ
れ
る
城
北
高
校
の
独

自
性
と
魅
力
を
、
私
た
ち
卒
業

生
の
手
で
改
め
て
発
信
し
、
守

り
抜
い
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

同
窓
会
と
し
て
も
、
学
校
側

と
密
に
連
携
し
、
生
徒
た
ち
の

教
育
環
境
を
維
持
・
発
展
さ
せ

る
た
め
の
支
援
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。
会

員
の
皆
様
に
は
、
こ
の
正
念
場

に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

ご
関
心
と
、多
大
な
る
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
を

祈
念
す
る
と
と
も
に
、
沼
津
城

北
高
校
が
困
難
な
時
代
を
乗
り

越
え
、
確
か
な
未
来
を
歩
み
続

け
る
こ
と
を
強
く
願
い
、
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日　　時日　　時　　令和８年７月18日（土）令和８年７月18日（土）
　　　　　　　　　　午後１時30分午後１時30分
場　　所場　　所　　沼津城北高校　城北館沼津城北高校　城北館
同窓会総会同窓会総会　　午後１時30分～２時午後１時30分～２時
出席の方は同封のハガキにてご連出席の方は同封のハガキにてご連絡下さい。絡下さい。

発　　　行
静岡県立沼津城北高等学校同窓会

編　　　集
静岡県立沼津城北高等学校

〒410−0012  沼津市岡一色875
TEL.055−921−0344
FAX.055−921−4890
http://dosokai.link/numazujohoku-h/

　同窓会報は年１回、総会のお知らせを兼ねて発行しております。現在、
同窓生の皆様全員への同窓会報の郵送は行っておりません。平成31年４
月に開設した沼津城北高校同窓会ホームページに掲載しておりますのでご
覧ください。会報の郵送を希望される方は電話またはFAXで学校まで御連
絡をお願いいたします。
　会員様の御逝去等については、学校まで電話でご連絡いただくか、QR
コードのリンクにより入力をお願いいたします。
　Googleフォームリンク
　https://forms.gle/ZoKf16na5FkBA6PJA
　同窓会の皆様のご理解とご協力をお願い申しあげます。

校　長
熊 谷 　 　 仁

同窓会長
帯 金 　 　 潔

ご
あ
い
さ
つ

1
2
5
年
目
の

�

沼
津
城
北
高
校

同窓会総会御案内同窓会総会御案内 同窓会からのお知らせ同窓会からのお知らせ
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（1）四年制大学
大学名〔国公立〕 人数
山形大 1
秋田大 1
島根大 1
釧路公立大 1
前橋工科大 1
群馬県立県民健康科学大 1
諏訪東京理科大 1
静岡県立大　　 3

合　計 10

大学名〔私立〕 人数
青山学院大 2
学習院大 1
工学院大　　 1
国士舘大 1
産業能率大　　 2
城西国際大　　 1
東京電機大　　 2
日本大　　　　 4
麻布大　 1
神奈川大　 4

神奈川工科大 4
国際医療福祉大　 1
鎌倉女子大　 2
東京都市大　　 1
東京工芸大　　 2
東海大　　　 3
文教大　　　 1
静岡福祉大　 1
常葉大 31

合　計 65

（2）短期大学
大学名〔公立〕 人数
静岡県大短大部 1
静岡県立工科短大 1
静岡県立農林環境専門職短大 1

合　計 3

大学名〔私立〕 人数
小田原短大 2
日本大短大部 2

合　計 4

（3）専門学校・各種学校
学校名〔看護以外〕 人数
中央動物総合専 1
静岡インターナショナル・エアリゾート専 1
静岡福祉医療専 1
代々木アニメーション学院 1
専ESPエンタテインメント東京 1
静岡県東部総合美容専 2
窪田理容美容専 1
静岡デザイン専 1
沼津情報ビジネス専 1
ユニバーサル美容専 2
大原医療福祉専 1
中央調理製菓専（静岡） 1
湘南医療福祉専 1

合　計 15

（4）就職
就職先〔企業〕 人数
株式会社ウェルビーイング 1
山崎製パン株式会社 1

合　計 2

進路決定状況
進路 人数
公立四年制大学 9
私立四年制大学 39
公立短期大学 2
私立短期大学 4
看護系専門学校 7
その他の専門学校 15
就職（公務員） 0
就職 2
その他（フリーター希望） 1

合　計 79

学
校
活
動

令和７年度　
３年生進路結果（合格延べ数）報告

弓道部高校野球

球技大会

修学旅行

授業風景
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＊＊　令和７年度　静岡県立沼津城北高等学校同窓会　一般会計決算書　＊＊ ＊＊ 令和８年度　静岡県立沼津城北高等学校同窓会　一般会計予算書（案） ＊＊
収入総額　1,926,835円　支出総額　904,293円　差引残額　1,022,542円（次年度へ繰越） 収入総額　1,591,800円　支出総額　1,591,800円　差引残額　0円

（単位：円） （単位：円）

◎
収
入
の
部

科　　目 予算額（A） 決算額（B） 比較増減額（B-A） 備　　考 ◎
収
入
の
部

科　　目 本年度予算額
（A）

昨年度予算額
（B）

比較増減額
（A-B） 備　　考

会 費 徴 収 561,600 568,800 7,200 会 費 徴 収 568,800 561,600 7,200
会 費 徴 収 561,600 568,800 7,200 @7,200円×79件 会 費 徴 収 568,800 561,600 7,200 @7,200円×79件

事 業 収 入 0 0 0 事 業 収 入 0 0 0
同窓会名簿 0 0 0 同窓会名簿 0 0 0
会報諸収入 0 0 0 会報諸収入 0 0 0
そ　の　他 0 0 0 そ　の　他 0 0 0

雑　収　入 348 983 635 雑　収　入 458 348 110
受 取 利 息 348 983 635 預金利息 受 取 利 息 458 348 110 預金利息
総会負担金 0 0 0 総会負担金 0 0 0
雑　収　入 0 0 0 雑　収　入 0 0 0

繰　越　金 1,357,052 1,357,052 0 繰　越　金 1,022,542 1,357,052 △ 334,510
繰　越　金 1,357,052 1,357,052 0 前年度繰越金 繰　越　金 1,022,542 1,357,052 △ 334,510 前年度繰越金

繰　入　金 0 0 0 繰　入　金 0 0 0
繰　入　金 0 0 0 繰　入　金 0 0 0
合　　計 1,919,000 1,926,835 7,835 合　　計 1,591,800 1,919,000 △ 327,200

◎
支
出
の
部

科　　目 予算額 流用増減額 予算現額
（A） 決算額（B） 比較増減額

（A-B） 備　　考 ◎
支
出
の
部

科　　目 本年度予算額
（A）

昨年度予算額
（B）

比較増減額
（A-B） 備　　考

会　務　費 120,000 0 120,000 3,057 116,943 会　務　費 115,000 120,000 △ 5,000
会　議　費 50,000 △ 1,000 49,000 0 49,000 会　議　費 40,000 50,000 △ 10,000 会議費
事 務 局 費 0 0 0 0 0 事 務 局 費 0 0 0
旅費交通費 0 0 0 0 0 旅費交通費 0 0 0
通　信　費 20,000 0 20,000 2,870 17,130 郵送代 通　信　費 20,000 20,000 0 郵送料
慶　弔　費 50,000 0 50,000 0 50,000 慶　弔　費 50,000 50,000 0 慶弔費
需　用　費 0 1,000 1,000 187 813 ゴム印代 需　用　費 5,000 0 5,000
備　品　費 0 0 0 0 0 備　品　費 0 0 0
雑　　　費 0 0 0 0 0 雑　　　費 0 0 0

事　業　費 1,112,000 0 1,112,000 501,310 610,690 事　業　費 810,000 1,112,000 △ 302,000
総　会　費 10,000 0 10,000 0 10,000 総会用飲料 総　会　費 10,000 10,000 0 総会用飲料
報　償　費 0 0 0 0 0 報　償　費 0 0 0
指導奨励費 300,000 0 300,000 60,000 240,000 部活動東海大会以上助成 指導奨励費 200,000 300,000 △ 100,000 部活動東海大会以上助成
通　信　費 0 0 0 0 0 通　信　費 0 0 0
使　用　料 2,000 0 2,000 0 2,000 使　用　料 0 2,000 △ 2,000 コピー代
消 耗 品 費 700,000 0 700,000 386,430 313,570 証書ホルダー・アップルTV取付 消 耗 品 費 500,000 700,000 △ 200,000 証書ホルダー等
広　報　費 100,000 0 100,000 54,880 45,120 ホームページ運営費 広　報　費 100,000 100,000 0 ホームページ運営費
記念事業助成費 0 0 0 0 0 記念事業助成費 0 0 0

会報発行費 462,000 0 462,000 399,926 62,074 会報発行費 554,000 462,000 92,000
会報作成費 458,000 0 458,000 399,926 58,074 会報印刷・発送費 会報作成費 550,000 458,000 92,000 会報印刷・発送費
通　信　費 4,000 0 4,000 0 4,000 通　信　費 4,000 4,000 0 郵送料
編　集　費 0 0 0 0 0 編　集　費 0 0 0

同窓会名簿費 0 0 0 0 0 同窓会名簿費 0 0 0
同窓会名簿費 0 0 0 0 0 同窓会名簿費 0 0 0

予　備　費 225,000 0 225,000 0 225,000 予　備　費 112,800 225,000 △ 112,200
予　備　費 225,000 0 225,000 0 225,000 予　備　費 112,800 225,000 △ 112,200
合　　計 1,919,000 0 1,919,000 904,293 1,014,707 合　　計 1,591,800 1,919,000 △ 327,200

※科目間の流用を認める。
※前年度中に計画するため、左記決算額と差異が生ずる。積　立　金 ６年度積立金 ７年度利息 ７年度同窓会繰入金 ７年度残金

1,044,485 1,106 0 1,045,591

■上記のとおり報告します。
　令和８年３月31日	
� 令和７年度　静岡県立沼津城北高等学校同窓会一般会計　	
			   　� 会　長　　帯金　　潔

■監査報告
上記の決算について、証拠書類・出納簿を精査したところ、適正かつ正確に処理
されていることを認めます。

　令和８年４月28日	
� 令和７年度　静岡県立沼津城北高等学校同窓会一般会計　	
		�   監　事　　横山　　哲　　深澤　貞博

転　出　者
職　名 氏　名 教科等 転出先等

校 長 横溝千都生 理 科 御殿場西中学校

副 校 長 福室　敦之 地 歴・ 公 民 伊豆伊東高校

教 諭 土屋　恵嗣 国 語 退職

教 諭 山本　秀和 地 歴・ 公 民 三島長陵高校

教 諭 鈴木　愛葉 地 歴・ 公 民 退職

教 諭 鶴田　　敦 理 科 吉原高校

教 諭 杉山　慶太 保 健 体 育 沼津工業高校

教 諭 武藤　　瞳 英 語 沼津東高校

教 諭 小嶋　　薫 英 語 退職

講師（非） 小林　設郎 理 科 退職

転　入　者
職　名 氏　名 教科等 前任等

校 長 熊谷　　仁 理 科 富士東高校副校長

副 校 長 武田　孝之 英 語 吉原高校教頭

教 諭 磯部　功太 地 歴・ 公 民 吉原工業高校

教 諭 井島　秀樹 理 科 清水東高校

教 諭 石田　　渉 保 健 体 育 新規

教 諭 栗原　浩樹 英 語 富士宮東高校

主 査 望月　和子 事 務 沼津西高校

令和７年度末　教職員人事異動
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令和７年度の部活動状況  

インターハイ等（地区大会・県大会）結果 新人戦・秋季大会等結果 その他の大会 等

1 陸 上 競 技 部

【県総体出場】
３年　遠藤妃菜　走高跳
３年　小林一茂　ハンマ－投

【県選手権出場】
３年　遠藤妃菜　走高跳

【県新人出場】
２年　鈴木拓実　走高跳

2 野 球 部 選手権大会１回戦　０−15常葉大橘
沼津城北・沼津工業・熱海連合チ－ム
１回戦　　　９－７下田
２回戦　　　１－11沼津東
敗者復活戦　７－13伊豆伊東

3 サ ッ カ ー 部

東部地区予選リ－グ
４－０知徳
１－13富士見
東部決勝ト－ナメント
１回戦　０－13沼津西

静岡県高校サッカ－選手権大会
１回戦　１－１（PK ４－５）浜松大平台
新人大会東部地区予選（小山高校との合
同チ－ムで参加）

4
男 子
バ レ ー
ボ ー ル 部

東部予選
１回戦　２－１伊豆総合
２回戦　０－２御殿場南
敗者戦
１回戦　１－２富士

秋季大会
１回戦　２－１星陵
２回戦　０－２沼津西
敗者復活
１回戦　２－０伊豆総合
２回戦　１－２韮山
順位戦　２－０富士
新人戦
１回戦　２－１富士宮東
２回戦　０－２飛龍
敗者戦
１回戦　１－２沼津東

全日本高校選手権静岡県予選
１回戦　１－２静岡

5
男 子
バ ス ケ ッ ト
ボ ー ル 部

東部地区予選リ－グ参加 ウィンタ－カップ県予選参加

6
女 子
バ ス ケ ッ ト
ボ ー ル 部

東部地区予選リ－グ１位
決勝ト－ナメント進出

ウィンタ－カップ県予選出場
新人大会東部地区予選リ－グ２位
決勝ト－ナメント進出（加藤学園暁秀高
校との合同チームで参加）

7 レスリング部

◆東海大会
１年　駒田つかさ　女子76㎏級　第２位
２年　安藤愛莉　　女子53㎏級　第３位

【全国大会出場】
◆全国総体
１年　駒田つかさ　女子76㎏級出場
２年　安藤愛莉　　女子53㎏級出場
◆全国高校生グレコロ－マン大会
３年　星秀人　92㎏級出場
◆全日本女子オ－プンレスリング選手権大会
１年　駒田つかさ　U17、73㎏級　第２位

8 卓 球 部 東部地区　個人戦　出場 東部地区　個人戦　出場

9 テ ニ ス 部
（ 男 子 ）

東部地区　個人戦　出場
　　　　　団体戦　県大会出場

東部地区　個人戦　出場
　　　　　団体戦　県大会出場

10 テ ニ ス 部
（ 女 子 ）

東部地区　個人戦　出場
◆シングルス
３年　永瀬心絆　12位【県大会出場】
２年　依田明奈　13位【県大会出場】
◆ダブルス
３年　永瀬心絆・２年　依田明奈　８位

【県大会出場】
団体戦　県大会出場

静岡県新人大会東部大会
◆シングルス
２年　依田明奈　７位【県大会出場】
◆ダブルス
２年　依田明奈・２年　田中野々花　16位

【県大会出場】

11 弓 道 部
静岡県高等学校総合体育大会弓道競技
●個人の部
２年　渡邉　英【県大会出場】

静岡県高等学校新人弓道大会
●個人の部
２年　渡邉　英　優勝

【�第44回東海高等学校弓道選抜大会出場、
第44回全国高等学校弓道選抜大会出場】

12 総 合 文 化 部
( 吹 奏 楽 班 )

夏のコンク－ル
東部地区出場Ｂ部門（出演者数30名以内)

『銅賞』

アンサンブルコンテスト 東部地区出場
混成３重奏『銅賞』
木管３重奏『銅賞』

13 総 合 文 化 部
( 芸 術 班 )

第52回ふれあい書展特選
２年　芹澤莉愛
第30回全日本高等学校書道コンク－ル全
日本高等学校書道教育研究会賞
２年　芹澤莉愛
第78回静岡県書道連盟書初展　沼津・裾
野地区特選
２年　芹澤莉愛

14 総 合 文 化 部
(情報メディア班)

令和７年度静岡県東部写真連盟第１回コ
ンク－ル：２年　小島瑞葵

（作品タイトル：太陽と鳥居の約束）『入選』

令和７年度静岡県高等学校総合文化祭郷
土研究部研究発表大会

（研究テ－マ：御殿場馬車道鉄道について）
『優秀賞』

古代体験まつり「フェスタ埋文2025」
ボランティア参加

15 総 合 文 化 部
( 家 庭 班 )

門池地区夏の寺子屋　ボランティア活
動参加
静岡県青少年団体等の顕彰　受賞

16 総 合 文 化 部
( 囲 碁 将 棋 班 ) 東部地区　個人戦　出場


